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【再予告】検査項目受託中止のお知らせ 
 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

このたび、下記検査項目におきまして、検査内容変更を予定して 

おります。11月に配布済みですが、改めてご案内いたします。 

何卒ご了承賜りますようよろしくお願い申し上げます 

敬白 

 

記 

 

◼ 中止理由：測定試薬製造中止による検査受託中止 

 

◼ 実施日：2021年 3月 3１日（水）ご依頼分をもって受託中止 

 

◼ 受託項目 

項目コード 検査項目 備考 

M739 ９ HBs 抗原 
測定試薬製造中止による受託中止 

0593３ HBs 抗原（CLEIA） 

◼ 新規項目 

項目コード 検査項目 備考 

 M740 7 HBs 抗原〔HQ〕定性 
高感度試薬を使用した検査に変更 

 A021 7 HBs 抗原〔HQ〕 

 
■ 従来法と新規項目の比較 

 

変更内容 新規項目 受託項目（受託中止項目） 

検査項目 HBs 抗原［HQ］ HBs 抗原［CLEIA］ 

項目コード A021 7 0593 3 

検体量（mL） 血清 0.6 血清 0.5 

基準値（単

位） 

0.005未満 （－） 

（IU/mL） 

1.0未満 （－） 

（C.O.I） 

備考 

本検査方法ではコンタミネーションの影響が 

より大きくなりますので、検体採取にあたって

は取り扱いに充分ご注意ください 
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■ 受託項目と新規項目の一致率 

  受託項目 合計 

陽性 陰性 

新規項目 陽性 3 0 3 

陰性 0 122 122 

合計 3 122 125 

一致率 100％ 

 

 

■変更にあたっての注意点 

再活性化対策では、HBs抗原測定は「高感度の測定法を用いて検査することが望ましい」とされ,、免疫抑制の治療中は、

抗体価は陰性化している場合もあることから、最初のHBs抗原検査で高感度に検出することが有用と考えられます。本検

査法は、高感度に定量測定が可能であり，B型肝炎治療の効果判定や予後予測，de novo B 型肝炎対

策に繋がる有用な情報を，先生方に提供できます。半面、高感度であることからコンタミネーションの影響が

大きくなりますので、可能な限りHBs抗原検査専用の採血をお願い致します。 

 

セロコンバージョンパネルを用いた感染早期検出感度の比較 
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